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大
き
な
成
果
を
あ
げ
た

郡
民
体
育
大
会

雲
一
つ
な
い
天
気
だ
。
真
夏
の
日
ざ

し
が
、
江
府
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

上
に
照
り
つ
け
る
。
七
月
十
九
日
午
前

九
時
、
第
三
十
六
回
日
野
都
民
体
育
大

会
の
入
場
行
進
が
は
じ
ま
っ
た
。
江
府

呵
選
手
団
は
、
呵
旗
を
先
頭
に
堂
々
と

行
進
、
今
年
こ
そ
は
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
江
府
町
の
成
績
は
、
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
婦
人
・
女
子
）
、
卓

球
女
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
の
優
勝
、

軟
式
庭
球
〓
般
男
・
女
、
壮
年
）
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、
卓
球
男
子
、
柔

道
、
剣
道
の
準
優
勝
と
相
も
変
ら
ぬ
力

強
さ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
総
合
優

勝
の
栄
に
輝
き
、
地
元
大
会
に
花
を
添

え
た
。

▲
炎
暑
の
中
、
各
町
選
手
は
フ
ァ
イ
ト
い
っ
ぱ
い

（
写
真
は
．
小
谷
元
伸
氏
提
供
）
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江　　府　　町　　報

町民の信頼をうけて

－新しい町長・町議会議員きまる－

任期満了に伴う町議会議員一般選挙は6月

21日行われ、即白開票の結果、現職11人、新

人5人の新議員16人が誕生しました。さきに、

無投票当選の決定した井上健治町長とともに、

今後4年間の町政の担い手として期待すると
ころです。

今
回
の
町
議
選
は
八
回
め
。
ベ
テ
ラ
ン
議
員

二
人
が
勇
退
さ
れ
た
た
め
、
定
数
十
六
人
に
対

し
て
新
人
六
人
を
含
む
二
十
人
が
立
候
補
す
る

と
い
う
〝
激
戦
〃
と
な
り
ま
し
た
。
最
も
身
近

な
選
挙
と
あ
っ
て
町
民
の
関
心
は
高
く
、
当
日

は
町
内
二
十
か
所
の
投
票
所
で
三
千
八
百
三
十

六
人
が
投
票
（
当
日
有
権
者
三
千
九
百
九
十
六

人
）
。
投
票
率
は
九
六
％
で
前
回
を
上
廻
る
高
率

で
し
た
。

今
回
の
選
挙
か
ら
、
県
下
で
三
番
め
、
西
部

地
区
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
選
挙
公
報
が
細
め
て

誉
場
。
「
政
見
や
経
歴
が
よ
く
わ
か
る
」
と
有

権
者
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

七
月
五
日
か
ら
任
期
の
始
ま
る
町
長
と
町
議

会
議
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
議
員

緩さ…糧皿；迅旗等き≡な：珊…憲珊ミミ手間※珊瑚臨舎；王台努制

議
長
に
中
日
博
さ
ん

各
常
任
委
員
も
き
ま
る

町
長
・
町
議
会
議
員
の
改
選
後
は
じ
め
て
の
町
議

会
が
、
七
月
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
全

議
員
が
元
気
な
顔
を
そ
ろ
え
、
正
・
副
議
長
や
常
任

委
員
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
な
ど
各
種
委
員
を
き

め
た
ほ
か
、
町
長
提
出
の
三
議
案
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

㊧

井
上
健
治
　
6
5
歳

武
庫
　
無
所
属

当
選
六
回

三
三
七

川
上
　
実
　
5
5
歳

小
江
尾
　
無
所
属

当
選
三
回

二
七
八

住
田
孝
治
　
5
7
歳

佐
川
　
無
所
属

当
選
一
回

（
紹
介
は
上
か
ら
得
票
数
・
氏
名
・

年
齢
六
月
二
十
一
日
現
在
・
住
所
・
所

属
政
党
・
当
選
回
数
）

当　俣中二
選野鳥　八
一　　雄　二

回　無三
所郎
属56

歳

二
六
一

岡
田
京
三
　
5
5
歳

貝
田
　
無
所
属

当
選
二
回

改
選
後
の
初
議
会
は
、
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
ま
ず
、
最
年
長

の
藤
原
米
治
議
員
を
仮
議
長
に
選

び
、
正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各

委
員
の
選
出
に
入
り
ま
し
た
。

議
長
及
び
副
議
長
は
、
指
名
推

せ
ん
に
よ
り
、
中
田
博
議
員
を
議

長
、
川
上
実
議
員
を
副
議
長
に
選

出
、
つ
づ
い
て
、
各
常
任
委
員
会

や
審
議
会
の
委
員
、
組
合
議
会
議

員
な
ど
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
常
任
委
員
会
（
◎
委
員
長
、

○
副
委
員
長
、
順
序
不
同
）

（総務）

◎
加
藤
寛
　
○
加
藤
憲
三
　
中
田

博
　
清
水
要
範
　
川
上
実
　
藤
原

米
治

（
経
済
土
木
）

◎
岡
田
京
三
　
〇
藤
原
義
久
　
浜

本
博
　
遠
藤
量
之
　
中
尾
雄
三
郎

（
教
育
民
生
）

◎
川
上
正
　
○
住
田
孝
治
　
河
上

貞
也
　
白
石
秀
之
　
中
村
輿
佐
雄

醸
会
運
営
委
員

◎
中
田
博
　
○
川
上
実
　
加
藤
寛

川
上
正
　
岡
田
京
三

消
防
委
員
会
委
員

清
水
要
範
　
遠
藤
量
之
　
住
田

孝
治
　
中
尾
雄
三
郎

表
彰
審
議
会
委
員

中
田
博
　
浜
本
博
　
藤
原
米
治＼
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当　江浜二
選　尾本一
IlLl

回　無博
所
属　61

蔵

二
三
一

藤
原
米
治
　
6
7
歳

荒
田
自
由
民
主
党

当
選
三
回

江　　府　　町　　報

一
九
六

清
水
要
範
　
5
5
歳

吉
原
　
無
所
属

当
選
一
回

一
九
六

中
田
　
博
　
5
2
歳

御
机
　
無
所
属

当
選
三
回

投票所ごと投票率

∴
∴

一
九
五

白
石
秀
之
　
5
6
歳

江
尾
　
無
所
属

当
選
三
国

一
六
八

遠
藤
霊
之
　
4
7
歳

江
尾
　
日
本
社
会
覚

当
選
三
回

当　俣加一
選　聖子藤七
・　憲JL

回　無三
所
属54

歳

一
四
八

川
上
　
正
　
6
0
歳

実
用
　
無
所
属

当
選
二
回

一
七
九

加
藤
　
寛
　
6
7
歳

佐
川
　
無
所
属

当
選
四
回

当　俣藤一
選　野原　四
二　　嘉　四
回　無久

所
属55

歳

一
七
三

河
上
貞
也
　
4
0
歳

富
市
　
無
所
属

当
選
二
回

当　下中一
選安村　四
一　井眞　一
回　　佐

無雄
所52
属　歳

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
議
会
議
員

河
上
貞
也
　
加
藤
寛
　
藤
原
米

溝
口
町
及
び
江
府
町
学
校
組
合

議
会
議
員

清
水
要
範
　
加
藤
寛
　
中
村
眞

佐
雄西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会

議
員

中
田
博

監
査
委
員
に

白
石
秀
之
さ
ん

∇
池
の
内
集
会
所
新
築
工
事
請

儀．・＿台昏李白かあ1適職

二＿∴8 翔 ‾軸 ■・ 「秋の邁降J です○

●凛凄庫 1‾年のうちセ
最も多く水を使う季節
です。いま一度，・専ら一・

しの中の水の水物串啓：
見直し覆し凛や攣＝＿－＿：二一三

投　 票　 所 当日有権者 投票者 投票率

土井之内全館 1，122 人 1，054人 93 ．94％

佐 川 公 民 館 214 20 9 97 ．66

柿 原 公 民 館 113 110 97 ．35

明 倫 ′ト学 校 503 48 3 96 ．02

池 の 内 全 館 229 2 15 93 ．89

日の詰 会 館 247 23 3 94 ．33

富 市 公 民 館 93 9 1 97 ．85

宮市原公民館 66 6 6 100 ．00

助 沢 公民 館 59 5 6 94 ．92

下蚊屋公民館 119 11 7 98 ．32

御 机 分 校 163 16 3 100 ．00

実 用 公 民 館 149 14 4 96 ．64

杉 谷 公民 館 106 9 9 93 ．40

貝 田 公民 館 190 18 7 98 ．42

大河原公会堂 138 13 7 99 ．28

吉 原 公 民 館 126 12 5 99 ．21

袋 原 公 民 館 53 5 1 96 ．23

小 原 公 民 館 66 6 4 キ 97

下安井公民館 105 10 3 98＼q

久連 公 民 館 135 12 9 95 ．56

計 3 ，996 3 ，83 6 96 ．00

前回 （52年） 3 、92 3 3 ，75 1 95 ．62

負
契
約
の
締
結

本
年
度
電
源
立
地
促
進
対
策
交

付
金
事
業
と
し
て
池
の
内
集
会
所

新
築
工
事
を
、
指
名
競
争
入
札
で

福
井
工
務
店
と
契
約
（
工
事
費
五

千
八
百
八
拾
万
円
）
　
の
承
認
。

∇
誅
重
設
置
条
例
の
一
部
改
正

土
木
課
を
建
設
課
に
改
正

∇
監
査
委
員
の
選
任

議
全
議
員
か
ら
選
出
す
る
町
監

査
委
員
に
白
石
秀
之
議
員
を
選
任
。

ト
池
の
内
集
会
所
新
築
工
事
の

安
全
を
祈
り
起
工
式
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盛
大
に受

章
祝
賀
会

七
日
十
二
一
日
、
土
井
之
内
会
館
で
生

存
者
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
、
川
崎
仁
、

浜
本
博
両
氏
の
合
同
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
、
各
種
同
体
代
表
者
等
協
賛
者
多
数

の
出
席
を
得
て
そ
の
栄
誉
を
祝
し
ま
し

た
。

消防団長に田口さん

消防団幹部が異動

真田良一氏の団長勇退により、

去る4日1日付で次のとおり幹部

の任命棒がありました。

真田団長は、昭和38年4円から

18年間、その団長の重責を努めら

れ、消防団歴は、昭和9年4日か

ら47年間、町の消防使命達成に努

力され、今回後進に途をと勇退さ

れました。

退　団

元第2分団長　末次雅雄
（3月31日）

析　幹　部

茂
　
明
　
二
一
幸
雄

喜

和

昭

正

磋
伊

口
　
立
　
田
本
　
　
山

田

芦

細

岡

森

高

団　　長

副　団　長

第1分団長

ク　副分団長

第2分団長

ク　副分団長

一
挙
に
二
時
問
短
縮

米
子
－
大
阪
直
行
便

▲盛大に祝賀会が催されました

‖
交
バ
ス
の
米
十
1
大
阪
直
行
便

（
中
国
縦
貫
道
経
由
し
が
七
円
七
日
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り

所
要
時
間
が
二
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
叩

時
間
二
一
十
五
分
と
い
う
傾
利
な
博
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
米
子
－
大
阪
間
の
バ

ス
四
便
（
昼
二
伸
、
夜
二
伸
）
を
い
ず

れ
も
、
鳥
取
市
経
由
で
運
行
し
て
い
ま

し
た
が
六
時
間
三
十
五
分
も
か
か
り

米
子
か
ら
の
利
用
者
は
わ
ず
か
で
し
た
。

新
路
線
は
国
道
一
八
二
号
線
の
岸
本
、

溝
U
、
江
尾
、
根
雨
の
四
か
所
に
停
車

し
た
あ
と
、
四
十
曲
峠
か
ら
中
国
勝
山

を
経
由
し
て
落
合
イ
ン
タ
ー
で
中
国
縦

貫
道
に
乗
り
、
西
宮
北
、
宝
塚
、
梅
田
、

弁
天
町
の
各
停
車
場
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま

す
。
日
野
郡
沿
線
か
ら
は
大
都
市
直
結

博
を
利
用
で
き
る
と
期
待
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
開
通
式
で
は
、
江
尾
の
停

留
場
で
あ
る
江
尾
下
停
留
場
で
井
上
町

長
、
日
石
商
工
会
長
が
記
念
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
ま
た
、
第
一
便
に
乗
車
す
る

運
転
手
、
日
本
交
通
社
長
に
町
か
ら
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

時
間
、
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（時刻表）

大阪→米子

▲開通式を祝ってテープかソトをする井上呵長・白石商工会長　江尾から大阪2，650円

仮庁舎位置図

溝
口
警
察
署

仮
庁
舎
で
業
務

溝
口
警
察
署
は
、
溝
口
警
察
署
庁
舎

新
築
工
事
の
た
め
、
七
月
二
十
日
か
ら

来
年
三
月
末
ま
で
、
仮
庁
舎
で
業
務
を

行
い
ま
す
。
仮
庁
舎
は
、
溝
口
町
立
青

年
の
家
講
堂
で
す
。
電
話
番
号
は
従
来

と
変
ら
ず
宍
玉
突
⊥
丁
占
五
二
　
で
す
。

こ
ど
も
の
事
故
続
発

七
月
に
入
り
し
か
も
七
月

二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
夏
の

交
通
安
全
県
民
運
動
の
展
開

中
に
も
子
供
の
交
通
事
故
が

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

溝
口
警
察
署
管
内
で
は
、

七
月
中
に
六
件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
、
そ
の
中
で
も
、

七
月
二
十
七
日
、
岸
本
町
大

殿
で
は
小
学
校
一
年
生
の
死

亡
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

当
分
盛
夏
が
続
き
そ
う
で

す
。
夏
は
と
く
に
過
労
や
睡

眠
不
足
の
た
め
居
眠
り
運
転

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

運
転
者
は
い
ゆ
と
り
の
あ
る

運
転
を
心
掛
け
、
ま
た
、
歩

行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

一
人
一
人
が
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

今
夏
の
努
力
目
標

・
車
上
者
の
安
全
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
励
行

・
子
供
の
と
び
出
し
保
護
者

の
注
意

・
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
の

励
行

．払㍗“、

⑳
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報町府江

叔
…
闇
‥

㊧

総
代
さ
ん
決
ま
る

日
野
地
方
農
業
共
済
組
合

今
年
四
月
一
日
に
合
併
発
足
し
ま
し

た
日
野
地
方
農
業
共
済
組
合
の
総
代
五

十
九
人
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
野
地
方
農
業
共
済
組
合
で

は
、
畑
作
物
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
を

行
っ
て
い
ま
す
。
加
入
要
件
等
詳
し
い

こ
と
は
、
共
済
組
合
（
電
話
〇
八
五
九

七
－
ニ
ー
一
五
二
）
に
問
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

日
南
町

長
沢
千
之
　
広
漸
明
正
　
清
水
篤

森
川
一
男
　
中
田
博
　
中
村
一
雄
　
佐

伯
武
則
　
岩
崎
安
敏
　
田
中
武
　
長
崎

満
美
　
原
貢
　
飛
田
忠
君
　
龍
田
利
光

金
谷
幸
男
　
松
岡
政
冥
　
福
馬
鹿
一

石
川
武
夫
　
坪
倉
進
　
坪
倉
晃
　
重
親

仁
　
石
倉
守
明
　
田
淵
正
春
　
井
上
暢

夫
　
松
本
利
雄

連
）
　
上
口
勝
茂
（
佐
川
）
　
妹
尾
和

（
西
成
）
　
清
水
陸
将
（
大
河
原
）

田
中
正
成
〓
呂
市
原
）
　
山
本
書
和

（
下
蚊
屋
）
　
高
津
遺
書
（
御
机
）

岡
田
峯
晴
（
貝
田
）
　
金
田
司
（
下
安

井
）
　
山
本
重
治
（
俣
野
）
　
加
藤
寿

名
男
（
俣
野
）

溝
口
町

柴
出
清
美
　
山
本
芳
夫
　
安
藤
幹
夫

杉
原
弘
徳
　
米
原
喜
久
垂
　
藤
本
義
也

園
山
利
郎
　
井
上
猛
　
山
中
保
　
森
田

岩
雄
　
権
代
城
輝
　
木
村
和
　
兵
江
正

寿

第2別司　町畜産品評会開催

一一一一一一一一一一一一一一一一一－

日
ご
ろ
皆
さ
ん
方
に
は
生
屈
性
の
向
上
と
長
期
安
定
の

た
め
家
畜
の
改
良
増
殖
に
ご
努
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
町
で
は
八
月
十
日
、
第
二
十
八
回
畜
産
品
評
会
を
開

き
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一－

●
出
品
資
格種 類 年　 齢 資 格

（ 和
の 月 昭
終 十 和

録 鳥
資 取

つ　日　五
格 県

部
た 以 十
も 後 五

牛 崖

で で、
あ 登
る 録
も 牛

、〕 牛 の せ 年　り 八

二 和

十 昭 十 昭
日 和 一 和 の　及
生 五　 日　五 ○ぴ
ま　十 以 十 萱

部

） 牛

れ 五 後 四 録
ま　年　　 年 資
ても八　 六　月　 月 格

．牛で、
あ

っ
て

乳
ま 月 昭
で 三 和

十 五

牛
日　十
生 四
ま 年

花

盟れ　 九 且

日
野
町

生
田
勝
美

安
藤
貞
治

梅
林
進
也

西
村
勝
司

坂
本
達
美
　
山
田
俊

若
林
朗
　
長
谷
川
猪
左
失

速
藤
一
男
　
塔
田
敏
範

江
府
町

細
田
和
三
（
江
尾
）
　
小
川
満
（
久

6月期子牛せり市

6月期子牛せり市は，6月22

日江尾家畜市場で開かれ，メス

平均43万円，去勢牛平均28万円

でした。

メ　　 ス オ　 ス 去 勢 牛

出

・≡

頚 豆員 頚

6 2 1 9 3

最 千 円 千 円 千 円

高
1 ，2 0 0 2 5 3 3 7 4

最 千 円 千 円 千 両‾‾・

低
2 5 3 2 5 3 1 6 6

平 円 円 円

均
4 3 0 ，2 2 5 2 5 3 ，0 0 0 2 7 6 ，5 6 9

捻平均337，487円

●
主
催

江
府
町
、
江
肝
町
農
業
協
同
組
合

●
後
援

鳥
取
県
経
済
連
予
鳥
取
県
酪
農
連
合

会
●
期
日

八
月
十
日
㈲
（
個
体
審
査
　
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
）

●
場
所

江
尾
家
畜
市
場
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環
境
整
備
に
役
立
．
つ

江　　府　　町　　報

年金積立金還元融資事業

私
た
ち
が
月
々
納
め
て
い
る
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
積
立
て
ら
れ
て
老
後
に
直
接
年
金
と
し
て
支
給

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
で
は
、
こ

の
積
立
金
の
有
効
な
利
用
の
た
め
、
町
や
村
の
各
種

生
活
関
連
施
設
整
備
の
資
金
と
し
て
融
資
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
こ
の
融
資
を
受

け
て
次
の
と
お
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

▲老人居室整備賛金で改築された部屋

昭和55年度年金積立金融資対策事業

ト
川
筋
地
区
簡
易
水
道
の
水
源
地

事　　 業　 名 事　 業　 量 事 業　 費 内 年金 資金

川 筋 地 区 簡 易水 道
計 画給 水 人口 千円 千円

788人 55 ，49 6 24 ．40 0

老 人 居 室 整 備 15件 15 ，00 0 13 ，80 0

障 害 者 住 宅 整 備 6 件 7 ．50 0 6 ，90 0

▲障害者住宅資金で改築された台所

町長日誌

＊　6　月

l
［
口
日
＝

2
日
㈹

3
日
湘

4
日
木

5
日
也

6
日
也

7
日
目
口

8
R
H
R

9
日
㈹

1
0
日
0
0

1
1
日
㈲

1
7
日
㈱

2
3
日
㈹

2
4
日
㈱

2
5
日
㈲

2
6
日
励

2
7
日
出

2
8
日
㈲

2
9
日
㈲

3
0
日
㈹

明
徳
学
園
研
修

県
市
町
村
行
政
懇
談
会

（
米
子
）

在
勤

定
例
町
議
会
、
郡
体
育
協

会
総
会

在
勤

在
勤

改
元
江
尾
村
長
生
田
和
憲
氏
葬
儀

坂
野
参
議
院
議
員
来
庁

県
町
村
長
会
総
会
（
鳥
取
）

軍
恩
総
会
、
池
の
内
役
員
来
庁

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

郡
共
済
総
代
会
（
日
野
町
）

初
登
庁

郡
農
業
振
興
協
議
会
（
日

野
町
）

農
協
理
事
会

農
業
委
員
会

職
員
互
助
会

半
ノ
上
行
政
座
談
会

夜
勤

中
電
技
術
鈴
紀
社
長
就
任

あ
い
さ
つ
来
庁
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会館サヨナラ敬老会

（池の内）

万
金
…
施
設
と
内
容
を
診
る

池
の
内
会
折
竣
工
す
る

雅
叢
に
つ
二
、
㌔
〇
日
っ
汀
の
帖
伊
。
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▲新築を報じた29年9月号の公民館報

報町府江

今
年
の
電
源
立
地
交
付
金
事
業
で
建

設
さ
れ
る
予
定
の
池
の
内
会
館
で
、
こ

の
ほ
ど
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、
敬
老

会
を
ど
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
、
取
こ
わ

さ
れ
る
建
物
に
、
か
っ
て
建
設
に
た
ず

さ
わ
っ
た
地
区
の
先
輩
た
ち
が
名
残
り

を
惜
し
み
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
昭
和
二
十
九
年
に
、
部

落
造
林
と
部
落
の
婦
人
会
造
林
を
伐
探

し
て
新
築
さ
れ
、
公
共
施
設
の
乏
し
か

っ
た
当
時
、
日
野
郡
内
で
は
〝
根
雨
公

会
堂
に
次
ぐ
″
と
賛
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
建
築
用
材
と
な
り
、
建
築
資

金
に
あ
て
ら
れ
た
前
記
の
造
林
は
、
大

正
の
末
ご
ろ
同
部
落
の
先
覚
者
藤
原
長

吉
さ
ん
（
故
人
）
が
、
村
人
の
先
頭
に
立

っ
て
植
林
さ
せ
て
き
た
も
の
で
、
昭
和

二
十
九
年
九
月
号
の
町
公
民
館
報
『
江

府
町
』
は
、
ト
ッ
プ
記
事
に
扱
っ
て
、

こ
れ
ら
の
事
情
を
報
じ
て
い
ま
す
。

〃
青
春
の
退
芦
を
集
録

『
江
府
町
軍
歴
誌
』
を
発
刊

軍
人
恩
給
連
盟
江
府
支
部
（
井
上
一

委
員
長
）
が
主
催
し
て
、
一
昨
年
か
ら

着
手
し
て
い
ま
し
た
『
江
府
町
軍
歴
誌
』

が
完
成
し
、
去
る
六
月
十
日
、
同
支
部

の
総
会
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
軍
歴
誌
は
、
わ
が
国
が
近
代
国

家
と
し
て
新
し
く
出
発
し
た
明
治
以
降
、

軍
務
に
服
し
た
生
存
者
の
体
験
記
録
を

集
め
た
も
の
で
、
参
加
者
は
百
二
十
二

名
、
い
ず
れ
も
生
死
を
背
中
合
わ
せ
に

し
た
戦
争
の
悲
惨
な
あ
り
さ
ま
、
暗
い

時
代
に
過
し
た
厳
し
い
体
験
を
冷
静
に

記
述
し
て
お
り
〝
青
春
の
遺
書
″
と
も

言
え
る
貴
重
な
記
録
集
。

同
誌
は
B
5
版
、
全
体
一
五
二
ペ
ー

BBS運動

会員募集

BBS運動とは、不幸にして非

行に陥った少年たちのミともだち。

とをって、立ち直りを援肋したり

社会に青少年の保護や非行防止の

理解と協力を働きかける奉仕活動

です。

会員の資格は

17歳ヰ寓歳くらいまでの熱意あ

る人。

おたずねは

08596②0727大下修一さんまで

中
前
松
美

加
藤
　
晃

▲発刊された『軍歴誌』

ジ
、
巻
頭
に
は
井
上
町
長
が
「
人
事
有

代
謝
　
往
来
成
古
今
（
人
が
変
り
星
霜

が
流
れ
て
歴
史
を
つ
く
っ
て
行
く
）
と
、

孟
浩
然
の
詩
の
〓
即
を
揮
竜
、
そ
の
ほ

か
町
内
有
志
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
関
係
写

真
や
文
書
、
余
白
ペ
ー
ジ
に
は
維
新
か

ら
昭
和
二
十
六
年
の
講
和
条
約
に
至
る

間
の
政
治
・
社
会
な
ど
、
歴
史
的
な
背

景
を
収
録
し
て
、
内
容
を
豊
か
を
も
の

に
し
て
お
り
、
話
題
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

中
前
さ
ん
二
種
目
で
恥
1

県
身
障
体
育
大
会

七
月
十
二
日
、
鳩
港
市
境
小
学
校
で

第
十
九
回
鳥
取
県
身
体
障
害
者
体
育
大

会
が
開
か
れ
、
本
町
選
出
選
手
二
名
が

上
位
入
賞
を
遂
げ
ま
⊥
た
。

こ
の
大
会
は
国
際
障
害
者
年
を
記
念

し
、
県
下
の
身
体
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
体
力
の
増
強
と
機
能
の
回
復
、

残
存
能
力
の
向
上
を
は
か
り
明
朗
、
快

活
、
積
極
的
な
協
調
精
神
を
や
し
を
っ

て
、
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
社
会
の
正
し
い
認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
陸
上
十
三
種
目
、
水
泳

八
種
目
、
卓
球
の
各
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

江
府
町
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

立
幅
跳

一
位
　
　
中
前
松
美

（
中
前
松
美
さ
ん
は
、
七
月
二
十
日
急

死
さ
れ
ま
し
た
。
ご
逝
去
を
悼
み
、
憤

し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
）

慰
霊
塔
合
祀
著
名
を
秤
に

か
ね
て
町
で
計
画
し
て
い
た
、
慰
霊

塔
合
祀
者
の
霊
名
を
刻
ん
だ
碑
が
完
成

し
、
慰
霊
塔
に
合
わ
せ
て
ま
つ
ら
れ
ま

し
た
。

碑
は
一
二
〇
七
㌧
に
二
二
〇
ヰ
、
横
長

形
の
黒
み
か
げ
一
枚
石
、
西
南
の
役
か

ら
、
さ
き
の
大
戦
に
至
る
ま
で
の
戦
没

者
の
霊
名
を
部
落
別
に
刻
ん
で
あ
り
、

昨
年
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
さ
め
た
写

真
と
と
も
に
、
な
が
く
故
人
を
し
の
ぶ

よ
す
が
に
な
り
ま
し
た
。

遺
族
会
婦
人
認
員

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



■社会を明るくする運動

報町府江

7
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
日
周
で
す
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
人
目
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
り
、
非
行
の
あ
る
青
少
年
の

立
ち
直
り
を
肋
け
る
た
め
、
地
域

に
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
0今

年
の
重
点
目
標

〃
青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
〃

町
内
の
保
磯
司
と
更
正
保
鷹
婦

人
会
の
皆
さ
ん
は
次
の
方
で
す
。

保
穫
司

生
田
　
梅
芳

下
尾
千
鶴
子

加
藤
美
音
枝

国民年金
扶

亀

更
正
保
逓
婦
人
会

会
長
　
遠
藤
　
満
枝

会
員
　
下
尾
千
鶴
子
、
加
藤

実
害
枝
、
中
尾
き
よ
子
、
手
島
恵

美
子
、
田
中
純
子
、
加
藤
美
佐
子
、

福
田
絹
江
、
佐
伯
晴
代
、
住
田
信

十
、
長
岡
吹
雪
、
浦
部
澄
子

7
月
1
0
日
～
8
月
9
日
部
落
解
放
月
問

ト
七
月
十
四
日
、
八
十
名
参
加
し
て

同
和
講
演
会

正
し
い
知
識
で
解
放
へ

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
差

別
意
識
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
識

は
誰
も
が
産
声
を
上
げ
た
時
か
ら
そ

の
人
の
固
閏
の
人
々
に
よ
っ
て
、
日

常
生
活
の
中
で
そ
れ
と
な
く
教
え
ら

れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会

意
識
と
し
て
の
部
落
に
対
す
る
差
別

観
念
が
永
い
歴
史
の
上
に
形
成
さ
れ
、

今
な
お
根
強
い
国
民
感
情
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
克
服
し
て
い
く
に
は
、
す
べ

圭

て
の
人
々
の
生
活
、
社
会
的
な
権
利

を
保
障
で
き
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
て
ゆ
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
部
落
差
別
に
対
す
る
誤
っ

た
考
え
方
を
正
し
い
方
向
へ
導
く
こ

と
が
で
き
る
だ
け
の
正
し
い
知
識
を

基
礎
に
し
て
は
じ
め
て
始
ま
り
、
そ

れ
に
よ
る
我
々
全
町
民
の
同
和
問
題

に
対
す
る
正
し
い
認
識
の
深
ま
り
が
、

差
別
の
な
い
明
る
い
町
を
つ
く
っ
て

ゆ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
期
間
中
、
県
並
び
に
町
の
教

育
委
員
会
に
よ
り
ま
す
各
棟
研
修
会

等
が
催
さ
れ
ま
す
。
我
々
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
、
み
ん
な
で
取
組
み

ま
し
ょ
う
。

年
金
証
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

八
月
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
が
、
「
国
民
年
金
証
書
」

と
、
「
所
得
な
ど
の
申
立
書
」
を
、

役
場
へ
提
出
す
る
月
で
す
。

こ
の
手
続
を
す
る
と
、
今
年
八
月

か
ら
来
年
七
月
ま
で
の
一
年
間
の
福

祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
県

で
決
定
さ
れ
、
「
国
民
年
金
証
書
」

は
、
次
の
支
払
が
始
ま
る
十
一
月
に

間
に
合
う
よ
う
に
、
役
場
を
通
じ
て

受
給
者
の
手
許
に
お
返
し
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
、
こ
の
手
続

が
遅
れ
ま
す
と
、
十
二
月
に
福
祉
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
八
月
に
福
祉
年
金
を
受
け

取
っ
た
ら
、
早
目
に
提
出
す
る
事
が

必
要
で
す
。

福
祉
年
金
は
、
受
給
者
や
そ
の
配

偶
者
、
扶
養
義
務
者
な
ど
に
、
一
定

額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
恩
給
．
や

厚
生
年
金
な
ど
他
の
制
度
か
ら
年
金

を
受
け
て
い
た
り
す
る
と
、
年
金
の

‥－闇……川…V

一
部
又
は
全
部
が
停
止
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
一
回
「
年
金
証

書
」
と
「
所
得
な
ど
の
申
立
書
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。

な
お
、
「
所
得
な
ど
の
申
立
書
」

は
、
国
民
年
金
証
書
の
表
紙
の
裏
面

に
用
紙
が
貼
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で

提
出
す
る
と
き
は
記
入
も
れ
や
記
入

誤
り
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

今
年
は
、
法
律
が
改
正
さ
れ
老
齢

福
祉
年
金
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

扶
養
義
務
者
の
所
得
の
多
寡
に
よ
っ

て
、
支
給
さ
れ
る
年
金
複
が
異
な
り

ま
す
。詳

し
い
こ
と
は
、
町
役
場
年
金
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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次
に
は
い
る
と
、
追
い
だ
さ
を
し
な

い
で
す
み
ま
す
。

い
ま
、
国
を
あ
げ
て
石
油
消
費
節
約
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

猛
暑
の
夏
は
、
ク
ー
ラ
Ⅰ
の
使
用
が
増
え
る
な
ど

電
気
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
管
が
増
大

し
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
も
、
こ
と
し
の
夏
は
次
の
よ
う
な

工
夫
を
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

洗
た
く
は
、

上
手
に
工
夫
を

洗
た
く
は
、
過
当
な
量
の
洗
た
く

物
を
ま
と
め
て
洗
う
の
が
、
上
手
な

や
り
方
で
す
。
ま
た
、
す
す
ぎ
洗
い

の
前
に
脱
水
す
れ
ば
、
す
す
ぎ
時
間

が
短
く
て
す
み
、
水
と
電
気
の
節
約

墜
献血ありがとう

ございました

中
島
百
合
子
　
長
谷
川

岩
谷
康
克
　
可
知
英
樹

望
月
豊
博
　
田
中
敏
郎

西
尾
憲
司
　
藤
療
淳
一

戸
谷
宗
一
津
田
栄
一

一
夫

瀬
崎
秀
夫

足
立
好
子

小
坂
仁
志

河
上
美
紀
子

熊
谷
鋭
　
丸
井
健
治

藤
原
昌
美

に
な
り
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
車
が
、
6
月

1
5
・
1
6
日
の
両
日
町
内
を
巡
回
し
、
次

の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

報町府江

冷
房
温
度
は

2
8
度
に
調
節
を

を
避
け
、
後
ろ
の
壁
か
ら
一
〇
セ
ン

チ
以
上
離
し
て
置
き
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
は
、
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い
よ
う
ご
注
意

ク
ー
ラ
ー
を
使
う
場
合
は
、
こ
ま

め
に
調
節
を
行
い
、
冷
房
温
度
を
お

お
む
ね
二
十
八
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

冷
房
温
度
を
一
度
上
げ
れ
ば
、
燃
料

費
は
約
一
割
節
約
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
み
な
い
と
き
は
、
こ
ま

冷
蔵
庫
の

上
手
な
使
用
を

め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

っ
ぱ
な
し
で
時
計

が
わ
り
に
す
る
の

は
電
気
の
大
き
な

ム
ダ
使
い
に
な
り

ま
す
。

特
に
、
つ
け

ク
ー
ラ
ー
や
照
明
署

具
の
お
手
入
れ
を

冷
蔵
庫
は
、
家
庭
用
電
力
の
約
四

分
の
一
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
屍
の

開
閉
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
開

放
時
間
は
、
短
く
し
ま
し
ょ
う
。
食

品
を
詰
め
す
ぎ
る
と
、
冷
え
方
が
悪

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所

お
風
呂
は
、

沸
か
し
方
に
工
夫
を

ク
ー
7
－
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
フ
ィ
ル

タ
ー
の
目
づ
ま
り
は
、
能
率
が
落
ち
、

快
適
な
冷
房
が
で
き
ま
せ
ん
。
照
明

器
具
は
、
ホ
コ
リ
や
汚
れ
に
よ
っ
て

二
〇
～
三
〇
％
暗
く
な
り
ま
す
。
月

に
一
度
は
、
お
手
入
れ
を
す
る
の
が

上
手
な
使
い
方
で
す
。

お
風
呂
の
水
は
、
適
量
を
午
前
中

に
く
ん
で
お
い
た
り
、
太
陽
の
熟
を

利
用
し
て
暖
め
て
お
い
て
か
ら
沸
か

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
豪
族
が
そ
ろ

っ
て
は
い
れ
る
時
間
に
沸
か
し
て
次

6
月
1
5
日

江
尾
郵
便
局
前

藤
森
茂
治
　
中
祖
規
矩
夫
　
竹
内
勇

梅
林
春
枝
　
谷
口
歌
子
　
永
井
昭
市

小
笠
原
美
智
子
　
加
藤
邦
子

御
机
公
民
館
前

伊
達
磯
美
　
小
倉
正
刑
　
川
上
憲
司

国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
前

見
山
収
　
瀬
島
民
子
　
田
中
金
明

松
原
康
博

江
府
町
役
場
前

仲
嶋
勝
利
　
中
川
久
美
子
　
西
田
哲

藤
森
史
子
　
竹
内
敏
朗
　
山
川
浩
市

板
井
久
　
中
川
秀
樹
　
川
端
睦
子

阿
部
朝
親
　
関
内
温
子
　
木
村
息
之

川
上
長
文
　
本
高
書
久
　
後
　
房
雄

6
月
1
6
日

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所
建
設
所
本
部
前

川
上
ま
り
子
　
堀
部
守
宏
　
園
本
和
義

下
村
道
夫
　
江
崎
淳
一
佐
々
木
治
夫

福
田
い
ず
み
　
川
島
太
助
　
下
坂
美
鈴

萬
切
和
之
　
宮
本
孝
治
　
徳
岡
利
樹

間
組
中
量
鹿
野
作
業
新
前

河
野
健
司
　
有
村
敏
幸
　
金
居
雅
彦

大
上
正
　
古
里
利
夫
　
伏
本
信
行

岡
田
道
也
　
後
藤
透
介
　
城
迫
忠
弘

古
賀
謙
一
郎
　
山
中
愛
蔵
　
石
原
久
美

塩
見
康
裕
　
金
田
公
人
　
石
仏
武
久

清
水
八
重
子
　
山
本
鶴
次
　
西
田
文
則

片
山
寿

大
成
建
設
中
i
俣
野
作
業
新
前

村
田
和
郎
　
阿
部
愛
子
　
書
富
幸
雄

津
中
重
彦
　
三
浦
善
一
加
藤
賢
治

五
十
嵐
安
雄
　
藤
原
俊
貞
　
阿
部
正
明

館
野
幸
一
大
崎
博
美
　
浜
本
鉄
雄

高
橋
薫
　
藤
本
久
夫
　
西
川
典
廣

栗
原
芳
紀
　
池
田
延
長
　
畝
本
勝
彦

宮
本
充
　
室
伏
尚
　
加
藤
由
加
利

浦
部
弘
子
　
加
藤
節
子
　
幸
真
正
明

官
能
木
の
実
　
岩
崎
昇
　
大
浦
幹
男

中
原
巌
　
鎌
田
一
郎
　
星
田
達
男

三
宅
忠
治
　
辰
巳
晩
　
阿
部
あ
け
み

岡
博
　
江
藤
倶
養
　
育
本
強
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乞貰話中入聾之事

「
貴
様
子
善
太
郎
、
此
度
諸
家
名
相
続

貰
話
中
事
実
疫
一
滴
座
候
。
然
上
ハ
町

共
夫
婦
、
随
分
念
頃
二
養
育
致
被
呉
候
儀

定
二
御
座
候
。

佃
両
、
若
三
年
之
内
、
不
和
之
義
も
盾

之
、
戎
出
退
二
候
節
ハ
、
為
給
銘
壱
年
二

拾
貫
文
宛
相
準
ン
丹
甲
候
。

尤
、
私
共
を
見
限
り
出
候
ハ
バ
何
も
不

達
、
手
振
り
二
而
出
し
丹
甲
候
。
左
候
得

バ
手
前
娘
不
義
不
法
之
儀
も
有
之
、
善
太

郎
7
簡
二
不
相
叶
節
ハ
、
他
家
へ
縁
付
ケ

候
共
勝
手
次
第
レ
頂
致
、
三
年
も
過
候
ハ

パ
、
格
式
半
超
し
月
中
候
。

右
儀
定
之
通
例
相
違
無
朋
座
候
。

佃
而
為
後
月
定
書
如
件
。

本
人
　
洲
河
崎
村

平
次
郎

寛
政
五
年
　
丑
十
二
月
8

同
村
　
与
三
兵
衛
殿

前
書
之
通
憶
二
存
、
届
申
候
　
以
上

同
村
庄
屋
　
林
兵
衛

同
村
年
寄
　
与
三
右
工
門

こ
の
書
面
は
、
か
っ
て
村
庄
屋
の
職
に

あ
っ
た
洲
河
崎
の
影
山
一
売
家
に
蔵
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
正
確
で
は
を
い
が
相
接

の
一
通
と
考
え
ら
れ
、
今
か
ら
二
百
年
近

費

冬

串

紡

毛

い
昔
の
家
族
制
度
を
知
る
上
で
貴
重
を
資

料
で
あ
る
。

ま
ず
書
出
し
に
あ
る
通
り
、
男
子
を
家

へ
迎
え
る
の
は
「
家
名
相
続
」
が
人
夫
婚

姻
の
重
要
な
目
的
で
あ
り
、
次
い
で
老
夫

婦
を
ね
ん
ご
ろ
に
養
う
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
将
来
に
わ
た
る
具
体
的
な
条
項

に
移
り
　
「
三
年
以
内
に
不
和
を
生
じ
、
家

を
出
る
と
き
は
、
一
年
に
つ
き
十
貫
文
の

割
合
で
」
今
日
で
い
う
慰
謝
料
の
支
払
い

を
約
束
す
る
代
り
、
撃
方
の
一
方
的
を
理

由
に
よ
る
と
き
は
　
「
手
振
り
　
（
何
も
持
た

せ
を
い
）
　
で
追
出
す
」
と
手
き
び
し
い
。

又
、
嫁
と
な
る
娘
の
落
度
に
よ
っ
て
気

に
入
ら
ぬ
と
き
は
　
「
他
家
へ
緑
付
け
て
も

よ
い
」
と
は
、
こ
の
文
書
を
交
し
て
い
る

の
が
双
方
の
父
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
善

太
郎
、
す
な
わ
ち
撃
の
去
就
を
そ
の
父
に

任
し
て
お
り
、
男
尊
女
卑
、
家
長
の
絶
対

権
限
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
三
年
も
辛
抱
し
て
く

れ
れ
ば
「
格
式
」
と
い
う
か
ら
財
産
そ
の

他
、
家
長
と
し
て
の
権
利
半
分
を
分
与
す

る
。
と
結
ん
で
い
る
が
、
こ
の
内
容
か
ら

推
し
て
、
中
涜
以
上
の
家
に
お
け
る
縁
組

と
思
わ
れ
る
。

今
ひ
と
つ
洲
河
崎
の
浦
部
久
吉
家
に
、

天
正
十
一
年
の
養
子
縁
組
の
議
定
書
が
残

る
が
、
四
百
年
の
昔
で
も
縁
組
に
あ
た
っ

て
婚
家
か
ら
財
産
の
一
部
を
差
出
し
た
こ

と
が
み
え
る
。

こ
れ
ら
に
比
べ
　
「
嫁
し
て
三
年
子
な
き

は
ま
る
」
・
「
女
三
界
に
家
を
し
」
な
ど
、

そ
の
昔
、
日
本
の
女
性
に
用
い
ら
れ
た
諺

の
悲
し
さ
が
今
更
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

（
資
料
提
供
　
洲
河
崎
　
影
山
一
売
・
佐

々
木
正
、
協
力
　
俣
野
・
加
藤
雄
治
各
氏
）

♯
命
令
や
蒋
♯
命

人
の
動
き
（
6
月
届
）

車
載
命
令
㊨
㊨
脇

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

片
岡
　
千
明

門
脇
　
里
香

竹
内
　
　
稔

細
田
　
由
美

））
満
目
町
満
目

江
尾
か
ら

境
港
市
外
江
町

江
尾
か
ら

佐
伯
　
和
弘

平
井
　
清
美

筒
井
　
治
基

筒
井
　
豊
子

嶋
田
　
健
一

高
橋
　
京
子

清
水
　
　
勉

門
野
紀
代
美

湯
漣
　
富
夫

岡
崎
久
留
美

江
尾

神
奈
川
県
平
塚
市
か
ら

下
蚊
屈

下
蚊
屋
か
ら

同
山
市

武
庫
か
ら

吉
原

兵
庫
県
城
崎
郡
か
ら

島
根
県
安
来
市

江
尾
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

新
二
生
田
和
憲
7

9
歳
昌
也
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

安
膵

梅
林

友
…
）
…
開
招
坂

締
り
ひ
び
招
…
州
頼
倉
北
区

慄
ま
塁
錆
写
り

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
∴
　
関
内
由
貫
緒
　
　
　
貢
　
長
男

御
机
　
高
津
　
尚
志
　
　
富
広
　
長
男

本
一
　
平
川
　
　
歩
　
　
陽
之
　
長
女

六
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

宮
市
　
末
次
理
治
殿

（
父
清
治
様
ご
逝
去
）

新
二
　
吉
田
　
専
殿

（
妻
幸
佳
様
ご
逝
去
）

本
一
木
村
静
子
殿

（
夫
金
市
様
ご
逝
去
）

新
二
　
生
田
昌
也
殿

（
父
和
憲
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

貝
田
　
遠
藤
　
昇
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
一
八
加
部
銀
市
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
一
松
崎
啓
一
殿
（
本
人
様
退
院
）

御
机
　
岡
　
と
し
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
五
佐
々
木
美
恵
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
岡
田
正
宣
殿
（
本
人
様
退
院
）

日
の
譜
森
本
　
操
殿
（
本
人
様
退
院
）

美
用
　
川
上
幸
恵
殿
（
本
人
様
退
院
）

下
安
井
徳
岡
亀
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

小
原
　
谷
口
昌
寿
殿
（
本
人
様
退
院
）

池
の
内
藤
原
嘉
久
殿
（
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
筒
井
百
治
殿
（
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

小
江
尾
老
人
ク
ラ
ブ

雑
布
5
0
枚
　
老
人
ク
ラ
ブ
製
作
品

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

…
…
．
善
意
銀
行
受
払
報
告
．
…
…
‥

L
五
月
禾
累
計
額

二
十
七
万
六
千
九
百
六
十
円

2
．
六
月
中
寄
付
額

二
十
三
万
五
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
　
十
五
万
五
千
円

香
典
返
し
　
　
八
万
円

3
．
嘉
額

負
担
金
　
　
四
万
八
千
九
百
円

4
．
六
月
禾
累
計
額

四
十
六
万
三
千
六
十
円

．…慢潤叩川

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


